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近
年
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
消
費
生
活
の
問
題
や
、
地
球

温
暖
化
な
ど
の
環
境
破
壊
の

問
題
。

　

一
見
、
何
の
つ
な
が
り
も
な

い
よ
う
に
見
え
る
２
つ
の
問

題
で
す
が
、
消
費
者
で
あ
る
私

た
ち
の
消
費
に
関
す
る
行
動

は
、
環
境
問
題
と
密
接
に
関
係

し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
た
ち
が
ど
の
よ

う
に
行
動
す
れ
ば
環
境
に
優

し
い
暮
ら
し
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
ま
た
、
自
然
に

優
し
い
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
な
ど
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
５
日
㈯　

午
前
10
時

〜
午
後
４
時

会
場　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ

　

エ
コ
ー
ホ
ー
ル
（
野
瀬
町
）

定
員　

２
０
０
人

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

第
１
部　

午
前
10
時
〜
正
午

❶
大
型
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
（
紙
人

形
）
劇

主
演　

長
浜
市
消
費
学
習
研

究
会
余
呉
支
部

テ
ー
マ　
「
高
い
布
団
を
買

っ
て
し
ま
っ
た
！　

ど
う

し
た
ら
い
い
の
？
」

▼
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
仕
方

の
事
例
発
表
で
す
。

❷
基
調
講
演

講
師　

東
あ
ず
ま　

珠た
ま

実み

さ
ん（
椙す

ぎ

山や
ま

女
学
園
大
学
教
授
）

テ
ー
マ　
「
消
費
者
市
民
力

を
育
も
う
！　

〜
き
ょ
う

か
ら
で
き
る
エ
コ
、
平
和
、

平
等
、
福
祉
を
考
え
る
〜
」

第
２
部　

午
後
１
時
〜
同
４
時

❶
事
例
発
表

テ
ー
マ　
「
自
然
に
優
し
い

こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

〜
地
域
で
作
る
新
た
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
〜
」

▼
太
陽
光
や
水
力
発
電
、
生

物
由
来
の
環
境
に
優
し
い

資
源
を
用
い
た
、
湖
東
地

域
で
の
取
り
組
み
を
発
表

し
ま
す
。

❷
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
「
持
続
可
能
な
社
会

と
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ

ー　

〜
『
脱
化
石
燃
料
』

の
時
代
を
ど
う
生
き
ぬ
く

か
〜
」

▼
湖
東
地
域
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
人
と
と
も
に
、
化
石

燃
料
に
依
存
し
な
い
、
未

来
の
湖
東
地
域
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。

●
常
設
展
示　

「
人
に
も
地
球

に
も
や
さ
し
い
取
組
」

▼
現
在
、
湖
東
地
域
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
活
動
を
パ

ネ
ル
展
示
し
ま
す
。

▼
展
示
を
希
望
す
る
人
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
　

応
募
の
締
切
は
、
２
月

25
日
㈮
で
す
。
詳
し
く
は
、

生
活
環
境
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

く
ら
し
と
環
境
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　

〜
み
ん
な
で
つ
く
る
「
新
し
い
豊
か
な
く
ら
し
」〜
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小お

野の　

颯そ
う

太た

さ
ん
（
城
西
小
学
校
４
年
）

ポ
ス
タ
ー
・
小
学
生
の
部

　

皆
さ
ん
か
ら
人
権
の
尊
重
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品

を
広
く
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
作
文
２
４
３
点
、
標
語
３

５
４
点
、
ポ
ス
タ
ー
３
１
１
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
入
賞
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

▼
作
文
部
門　

特
選
６
点
、
入
選
12
点

▼
標
語
部
門　

特
選
６
点
、
入
選
12
点

▼
ポ
ス
タ
ー
部
門　

特
選
６
点
、
入
選
12
点

　

各
部
門
で
特
選
と
な
っ
た
作
品
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹

介
し
ま
す
。

　

家
庭
、
地
域
、
職
場
な
ど
で
の
人
権
学
習
や
、
実
践

に
向
け
て
の
資
料
と
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策
課
☎
30-

６
１
１
５
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

木き

村む
ら　

竜り
ゅ
う

星せ
い

さ
ん
（
旭
森
小
学
校
１
年
）

木き

川が

わ　

柊
し
ゅ
う

一い

ち

朗ろ

う

さ
ん
（
南
中
学
校
１
年
）

  

あ
り
が
と
う

  

う
れ
し
か
っ
た
よ

  

そ
の
こ
と
ば

  

心
の
声

  

心
の
耳
で

  

受
け
と
め
よ
う

表
彰
式

▼
ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根　

１
階
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
（
イ
ベ
ン
ト
広
場
）

（
竹
ケ
鼻
町
）

　

▼
２
月
26
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
〜

入
賞
作
品
展

　

入
賞
作
品
54
点
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根　

１
階
セ
ン
タ
ー
モ
ー
ル

　

２
月
26
日
㈯
〜
同
27
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
９
時

▼
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

　

３
月
１
日
㈫
〜
同
11
日
㈮　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

特選作品紹介

第１回

山や
ま

田だ　

保や
す

之ゆ
き

さ
ん
（
㈱
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
彦
根
工
場
）

  

素
敵
だ
ね

  

あ
な
た
の
一
歩

  

そ
の
勇
気

ご
覧
く
だ
さ
い

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
本

人
の
申
請
に
よ
っ
て
調
製
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
名
簿
は
、

選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
（
市
役
所
４
階
）
で
縦

覧
で
き
ま
す
。

日
時　

２
月
23
日
㈬
〜
３
月
９
日

㈬
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
※
土
・
日
曜
日
は
、
市
役
所
西
口

当
直
室
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
☎
30-

６
１
３
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

４
５
５
１
番

第
10
回

 

議
場
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す

　

平
成
23
年
２
月
定
例
会
の
開
会
日
に
、
議
場
に
お
い
て
、
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
、
午
前
９
時
か
ら
、

平
成
23
年
２
月
定
例
会
の
本
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
、
傍
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
28
日
㈪　

午
後
１
時
〜

場
所　

彦
根
市
議
会　

議
場
（
市
役
所
５
階
）

出
演　

コ
ー
ラ
ス　

や
ま
び
こ

曲
目　

唱
歌
、
季
節
の
歌　

な
ど

そ
の
他　

入
場
は
無
料
で
す
。
当
日
、
議
場
に
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

議
会
事
務
局
☎
30-

６
１
３
０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

０
９
０
６
番

配
車
し
ま
す

自
治
会
で
の
一
斉
清
掃
に

運
搬
車
両

　　

平
成
23
年
度
に
自
治
会
で
一
斉

清
掃
を
し
て
集
め
た
土
・
草
の
運

搬
に
つ
い
て
、
車
両
を
配
車
し
ま

す
。

　

配
車
申
請
の
受
付
を
２
月
16
日

㈬
か
ら
行
い
ま
す
。
一
斉
清
掃
を

計
画
し
、
配
車
を
希
望
す
る
自
治

会
は
、
所
定
の
申
請
書
に
車
両
配

車
場
所
を
書
い
た
地
図
を
添
付
し

て
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
書
は
、

清
掃
セ
ン
タ
ー

の
他
に
、

生
活
環
境
課
、
支

所
、
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
申
し
込
み
は
、

清

掃
セ
ン
タ
ー
に
お
願
い
し
ま
す
。

▼
車
両
の
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
先
着
順
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
配
車
手

続
き
の
関
係
上
、
配
車
日
の
１

か
月
前
ま
で
に
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

一
部
の
高
齢
者
は

障
害
者
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持

っ
て
い
な
い
人
で
も
、
福
祉
事
務

所
長
が
次
の
❶
〜
❸
の
条
件
を
全

て
満
た
す
人
と
認
定
す
れ
ば
、
所

得
税
や
市
・
県
民
税
の
障
害
者
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

認
定
の
条
件

❶
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳
以

上
の
人

❷
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て

い
る
人

車
両
を
配
車
す
る
日
時

　

１
・
２
月
を
除
く
毎
月
第
１
・

第
３
日
曜
日
（
午
前
８
時
30
分
〜
同

11
時
ま
で
）

※
次
の
日
程
は
実
施
し
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

５
月
１
日
㈰
、
８
月
21
日
㈰

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

❸
医
師
の
診
断
な
ど
で
、
中
等

度
以
上
の
認
知
症
の
症
状
が

認
め
ら
れ
る
人
、
ま
た
は
６

か
月
以
上
寝
た
き
り
の
人

申
請
方
法

　

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
の

申
請
は
、
本
人
か
家
族
の
印
鑑

を
持
っ
て
、

介
護
福
祉
課
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
請
後
、

10
日
〜
２
週
間
ほ
ど
で
結
果
を

通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課

☎
23-

９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
８
番

　３月26日㈯に、夢京橋あかり館の２階展示室

が、石田三成とその盟友たちを特集した、

「ＭＩＴＳＵＮＡＲＩ　11」としてリニューアルオー

プンします。

　そのため、展示替期間中、２階部分を閉鎖し

ます。現在展示中の「高橋敬吉コレクション」は

今回のリニューアルに伴い展示を終了します。

２階展示室閉鎖期間　２月21日㈪～３月25日㈮

　※１階部分は通常どおり開館しています。

　　（火曜日休館）

問い合わせ先　 商工課☎ 30-6119、ＦＡＸ

22-1398

夢京橋あかり館２階展示室
リニューアルのお知らせ
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地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴
の
た

め
の
低
所
得
世
帯
へ
の
支
援

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視
聴
で
き
な
い
低
所

得
世
帯
に
対
し
て
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

支
援
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
簡

易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
１
台
の
無
償
給
付
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

支
援
の
内
容
、
申
し
込
み
方
法
な
ど
は
、

対
象
世
帯
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象

▼
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

▼
生
活
保
護
世
帯
な
ど
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受

信
料
が
全
額
免
除
の
世
帯

申
込
受
付
期
限　

７
月
24
日
㈰
（
消
印
有
効
）

注
意
点

平
成
23
年
度
の
支
援
は
、
平
成
23
年
度
の

国
の
予
算
成
立
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援

　
　

☎
０
５
７
０-

０
２
３
７
２
４
番

　

放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
へ
の
支
援

　
　

☎
０
５
７
０-

０
３
３
８
４
０
番

市民課からのお知らせ
３月・４月は窓口が混雑します

●年度末・年度初めは、住民異動などが多く、受

付窓口が混雑します。特に月曜日と金曜日は

混雑が予想され、待ち時間が長くなります。で

きるだけ他の曜日をご利用ください。

●毎週木曜日（祝日を除く）は、19：00まで窓口

業務を延長していますので、ご利用ください。

支所、各出張所もご利用ください

●支所、各出張所では、業務延長は行っていませ

んが、印鑑証明書、住民票や戸籍謄抄本など

の発行、印鑑登録、住民異動や戸籍に関する

各業務を行っています。ご利用ください。

●ただし、支所、各出張所では、住民基本台帳

カード業務、公的個人認証の電子証明書申請

や外国人登録業務など一部取り扱いできない

業務があります。ご注意ください。

　支所・各出張所の問い合わせ先
　  ▶稲枝支所（田原町 13-1）☎ 43-2225
　  ▶鳥居本出張所（鳥居本町 1491-6）☎ 22-2204
　  ▶河瀬出張所（森堂町 131）☎ 28-1001
　  ▶亀山出張所（賀田山町278-2）☎ 28-0022
　  ▶高宮出張所（高宮町2311）☎ 22-3210

　

市
民
課
で
は
、転
入
や
転

出
、
転
居
に
伴
う
住
民
異
動

が
多
い
３
月
・
４
月
に
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
窓
口
の

混
雑
緩
和
を
図
る
た
め
、
次

の
と
お
り
窓
口
業
務
を
行
い

ま
す
。

業
務
日

３
月
19
日
㈯
・
同
26
日
㈯
・

同
27
日
㈰
・
４
月
３
日
㈰

業
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

業
務
の
内
容

◇
住
民
票
や
戸
籍
な
ど
の
各

種
証
明
書
の
発
行

◇
転
入
届
や
転
出
届
、
転
居

届
な
ど
住
民
異
動
届
の
受
付

◇
戸
籍
届
の
受
付
（
受
付
の
み

で
受
理
は
で
き
ま
せ
ん
）

◇
印
鑑
登
録
の
受
付
と
印
鑑

登
録
証
明
書
の
発
行

◇
外
国
人
登
録
の
受
付
と
証

明
書
の
発
行

※
住
民
票
広
域
交
付
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
業
務
、

公
的
個
人
認
証
の
電
子
証

明
書
申
請
な
ど
は
で
き
ま

せ
ん
。

※
庁
舎
正
面
出
入
り
口
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

☎
30-

６
１
１
１
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

住民登録は正しく行われていますか

♦住民登録は、氏名・生年月日・性別・住所・世帯主と

の続柄などが記録され、国民健康保険、国民年金、子

ども手当など各種行政サービスの基礎となっています。

♦在住している市区町村で、行政サービスを確実に受け

られるようにするために、引っ越しなどにより住所を

移した人は、14日以内に住民登録の届出を行ってください。

♦現住所で住民登録をしていない人や、登録が抹消され

たままの人は、正しい住民登録が必要となります。

３月19日、同26日の土曜日と、３月27日、
４月３日の日曜日は、窓口を開設します

休 日 窓 口

を 開 設

  ４月１日現在で登録されている所有者に、
  その年の軽自動車税が課税されます

　
「
も
う
乗
っ
て
い
な
い
の
に
」「
他
人

に
譲
っ
た
の
に
」
な
ど
、
以
前
所
有
し

て
い
た
軽
自
動
車
、
１
２
５
㏄
以
下
の

バ
イ
ク
な
ど
の
税
金
の
納
付
書
が
届

い
て
、
驚
い
た
経
験
が
あ
る
人
も
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
登
録
さ
れ
て
い
る
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
廃
車
や
名
義

変
更
の
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
と
、

い
つ
ま
で
も
元
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
軽
自
動
車
な
ど
を
知
人
に
譲
っ
た

り
、
業
者
に
下
取
り
に
出
し
た
り
し

た
と
き
は
、
そ
の
理
由
が
発
生
し
た

日
か
ら
15
日
以
内
に
名
義
変
更
な

ど
の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
相
手
方
に
手
続
き
を
依
頼

し
た
と
き
は
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た

め
、
後
日
自
分
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
故
障
、
事
故
、
車
検
切
れ
な
ど
で
乗

ら
な
く
な
っ
た
軽
自
動
車
な
ど
は
、

そ
の
理
由
が
発
生
し
た
日
か
ら
30

日
以
内
に
廃
車
の
手
続
き
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
登
録
が
残
っ

た
ま
ま
だ
と
、
登
録
さ
れ
て
い
る
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

軽 自 動 車

バ イ ク

廃
車
・
名
義
変
更
な
ど
の
手
続
き
は
、
お
早
め
に
！

意
見
公
募
手
続
制
度

結
果
の
お
知
ら
せ

彦根市総合計画（素案）

意見の件数　１１件

　案の修正を行うもの　　    ０件

　案の修正を行わないもの　１１件

問い合わせ先　 企画課

　☎ 30-6101、FAX22-1398

信
号
機
が
新
設

さ
れ
ま
す

　

信
号
機
が
次
の
２

か
所
の
交
差
点
に
設

置
さ
れ
ま
す
の
で
、

信
号
機
の
見
落
と
し

に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
下
芹
橋
北
詰
の
交

　

差
点
（
長
曽
根
町
）

　

県
道
彦
根
・
近

江
八
幡
線（
湖
岸
道

路
）
と
市
道
芹
川

堤
防
線
と
の
交
差

点
▼
新
神
戸
電
気
㈱
彦

根
事
業
所
東
側
の

交
差
点
（
川
瀬
馬
場

町
）

　

県
道
三
津
屋
・

野
口
線
と
市
道
彦

根
口
河
瀬
駅
線
と

の
交
差
点

問
い
合
わ
せ
先　

　

彦
根
警
察
署
交
通

課
☎
27-

０
１
１

０
番

彦根市男女共同参画計画
「男女共同参画ひこね
かがやきプランⅡ」（素案）

意見の件数　５件

　案の修正を行うもの 　 ０件

　案の修正を行わないもの　５件

問い合わせ先　 市民交流課

　☎ 30-6113、FAX22-1398

◆
名
義
変
更
や
廃
車
の
手
続
き
が
４
月

２
日
以
降
に
な
る
と
、
４
月
１
日
現

在
登
録
の
あ
る
元
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
名
義
変
更
や
廃
車
の
手

続
き
は
、
４
月
１
日
ま
で
に
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

◆
例
年
、
３
月
後
半
は
各
窓
口
が
た
い

へ
ん
混
雑
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
は

で
き
る
だ
け
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

軽
自
動
車
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
市
民
税
係
☎
30-

６
１
０

８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

廃
車
・
名
義
変
更
な
ど
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先

自
動
車
、１
２
６
㏄
以
上
の
バ

イ
ク
…
近
畿
運
輸
局
滋
賀

陸
運
支
局
☎
０
５
０-

５
５

４
０-

２
０
６
４
番

軽
自
動
車
…
軽
自
動
車
検
査

協
会
滋
賀
事
務
所
☎
０
７

７-

５
８
５-

７
１
０
３
番

１
２
５
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
、小

型
特
殊
自
動
車
（
テ
ー
ラ
ー
、

ト
ラ
ク
タ
ー
、
乗
用
コ
ン
バ
イ

ン
な
ど
）
…

税
務
課
市
民

税
係
☎
30-

６
１
０
８
番
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〈応募資格〉市内や近隣市町（米原市、豊郷町、甲良町、多賀
町、愛荘町、東近江市）に在住、または市内に在勤・在学す
る人、もしくは市内の文芸団体に所属している人　※中学生
以下の人は応募できません。　〈募集部門〉　 １人３句以
内、 １人３首以内、 １人３句以内、 冠題「人

ひと

集
つど

う」「子らの夢」「ねんごろに」通じて１人３句以内、 １
人２編以内（１編につき原稿用紙２枚以内） １人１編
（原稿用紙５枚以内） 、 １人１編（原稿用紙20枚以上50枚
以内）　〈応募料〉無料ですが、審査結果通知用として80円
切手を同封してください。（応募者１人につき１枚）　〈募集期
間〉　３月１日㈫～４月12日㈫　※応募にあたっては、必ず募
集要項をご確認ください。募集要項は、次のところにありま
す。教育委員会事務局（市民会館２階） 、市役所１階受付、各地
区公民館、支所、出張所、高宮地域文化センター、ひこね市
文化プラザ、市立図書館、みずほ文化センター、 男女共同
参画センター「ウィズ」  、グリーンピアひこね、ひこね燦ぱ
れす、俳遊館。 〈応募・問い合わせ先〉教育委員会生涯学
習課文化振興室 市民文芸作品募集係（〒522-0055　野瀬
町187-4 ひこね市文化プラザ内） ☎ 23-7810、FAX21-3080

〈内容〉視覚障害者の野球「グラウンドソフトボール」を

通して視覚障害者との交流を行います。視覚障害者に対
する皆さんの理解と認識を深めましょう。　〈日時〉３月
６日㈰　競技説明10：00～、競技10：30～12：30　〈場
所〉　県立盲学校（西今町）　〈その他〉　小学生以下は保護者
同伴  〈競技の参加申込期限〉３月１日㈫　※競技に参加
を希望する人は、運動のできる服装、運動靴を用意してくださ
い。　〈申込方法・問い合わせ先〉社会福祉法人滋賀県視覚
障害者福祉協会（担当：丸本）☎22-7901、FAX22-7890、
Eメール : shice2@smile.ocn.ne.jp

〈内容〉　健康増進を目的に、医療や在宅介護に関する講座を
開講します。　〈日時〉　４月23日㈯、５月28日㈯、６月11日
㈯、７月23日㈯、８月６日㈯、９月24日㈯、10月８日㈯、
11月５日㈯、12月24日㈯、平成24年３月10日㈯　いずれも
10：10～11：40　〈場所〉県立文化産業交流会館（米原市）   
〈対象〉　20歳以上の人　〈定員〉　120人 （申込者多数の場合は
抽選）　〈受講料〉　無料　〈申込期間〉　３月１日㈫～３月25日
㈮　〈申込方法〉　往復はがきの往信の裏に郵便番号、住所、
氏名（ふりがな） 、年齢、電話番号、職業、返信の表にも郵便

番号、住所、氏名をそ
れぞれ書いて、長浜赤
十字病院社会課 （〒
526-8585長浜市宮前

町14-７）　〈問い合わ
せ先〉　日本赤十字社
滋賀県支部総務課☎
077-522-6758

〈内容〉　彦根城の内堀沿いにある桜の樹勢の回復を図る
とともに、景観を保持するために、施肥作業を実施し
ます。作業をしていただける
ボランティアを募集します。
〈日時〉　２月27日㈰　９：30 ～
（２時間程度）※小雨決行　〈集
合場所〉彦根城大手前保存用
地（旧近江高校跡地・金亀町）   
〈定員〉　50人  〈申込方法〉　直
接、集合場所へお越しくださ
い。　〈問い合わせ先〉　 教育
委員会文化財課☎26-5833、
FAX26-5899

〈内容〉手ごねの製法を用いるパン作りの楽しさを知り、
参加者同士のふれあいの場にしましょう。　〈日時〉３月
４日㈮　９：30～12：30 　〈場所〉 男女共同参画センター
「ウィズ」 調理実習室（平田町） 　〈対象〉  手作りパンを作って
みたい人　〈講師〉  男女共同参画センター 「ウィズ」の登録
団体「フラワー」の会員　〈定員〉20人（先着順）　〈費用〉受
講料800円、材料費800円　〈申込開始〉　２月16日㈬　
９：00～　〈申込・問い合わせ先〉電話か、 男女共同参画
センター「ウィズ」の窓口で申し込んでください。☎ 24-3529
（FAX共用）

〈内容〉仕事と家事の両立がこれからの社会のキーワード。

家庭でもできて、人を幸せにする味にこだわった料理作
りをプロから学びます。　〈日程〉　３月５日㈯　10：00～

12：30　〈場所〉　 男女共同参画センター「ウィズ」調理実習

室（平田町）　〈対象〉市内に在住、在勤、在学の男性　〈定

員〉20人（先着順）　〈持ち物〉エプロン、三角巾、フキン

２枚〈費用〉受講料500円、材料費 1,000円　〈託児〉０歳

～就学前　※１人200円、要予約　〈申込期間〉　２月16日㈬

～３月４日㈮　〈申込・問い合わせ先〉電話か、ファクスに

住所、氏名、電話番号を書いて、 男女共同参画センター
「ウィズ」☎ 24-3529（FAX共用） 

〈内容〉羊毛フェルトで小物作りをして、参加者同士の交
流を深めます。　〈日時〉３月５日㈯　10：00 ～11：30　

〈場所〉　 男女共同参画センター「ウィズ」会議室（平田町）　

〈対象〉 　彦根市ファミリー・サポート・センターの会員、彦根
市ファミリー・サポート・センターの活動に興味がある人　 

〈参加費〉　500円 （材料費を含みます） 　〈託児〉　０歳～就学前
※１人200円、要予約　〈申込期限〉３月４日㈮　〈申込方
法・問い合わせ先〉電話か、ファクスに住所、氏名、電
話番号を書いて、彦根市ファミリー・サポート・センター☎

24-3920（FAX共用）

　彦根市ファミリー・サポート・センター交流会

 

　「フラワー」のパン教室

 

　男の料理教室　プロ直伝！シェフの味！

　平成23年度　市民文芸作品 　彦根城 桜の木を保護するための施肥作業　

　赤十字県民大学

　視覚障害者の野球を楽しもう！

〈対象〉４歳～中学生　〈日時〉４月３日～平成24年３月
25日の毎週日曜日　第１・３日曜日８：45～ 10：00、第
２・４日曜日９：45～ 11：00　〈場所〉コパン健康倶

く

楽
ら

部
ぶ

彦根　室内プール（後三条町）　〈定員〉30人程度（定員を
大きく超えた場合は抽選）　〈費用〉年会費5,000円、月謝
5,000円　〈申込期間〉　３月の毎週日曜日に、コパン健康
倶楽部彦根で教室を開催する上記の時間帯に受け付けて
います。　〈申込方法〉印鑑、年会費、月謝（４月分）を
持って、コパン健康倶楽部彦根　〈問い合わせ先〉上野方
☎ 22-7862　

〈対象〉７歳以上の障害のある人　〈日時〉４月３日～平成
24年３月25日の毎週日曜日　第１・３日曜日９：45～
11：00、第２・４日曜日８：45～ 10：00　〈場所〉コパン
健康倶楽部彦根　室内プール（後三条町）　〈定員〉若干名
（定員を大きく超えた場合は抽選）　〈費用〉年会費5,000円、
月謝（月２回コース4,000円、月３回コース6,000円、月４
回コース8,000円）　〈申込期間〉　３月の毎週日曜日に、コ
パン健康倶楽部彦根で教室を開催する上記の時間帯に受
け付けています。　〈申込方法〉印鑑、年会費、月謝（４
月分）を持って、コパン健康倶楽部彦根　〈問い合わせ
先〉武田方☎ 22-5945

　彦根市水泳連盟　水泳教室　

　彦根市水泳連盟　いろは水泳教室　

みずほ文化センター催し物

太鼓ユニット「無限」
凱旋コンサート

　

　みずほ文化センターで、昨年初の凱旋コン

サートを行った彦根市出身の太鼓奏者花
はな

原
はら

兄弟が結成している太鼓ユニット「無限」。

　あの感動をもう一度との声にお応えしま

した。凱旋コンサートの第２弾です。

日時　３月６日㈰　

　　　14：00開演（13：30開場）

入場料　1,000円（全席自由）

販売期限　３月６日㈰

入場券販売所　みずほ文化センター、ひこね

市文化プラザチケットセンター、平和堂ア

ル・プラザ彦根くらしのサービスセンター、

ビバシティ平和堂くらしのサービスセン

ター

問い合わせ先　みずほ文化センター

　☎43-8111、FAX43-8112
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※臨時の収集については、早めにお申し込みく

ださい。（臨時の収集は、原則として毎週火・

金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前後

することがありますが、ご了承ください。

１日㈫

２日㈬

３日㈭

４日㈮

７日㈪

８日㈫

９日㈬

10日㈭

野田山、正法寺、地蔵、本町一丁目、本町二丁目、本町三丁目、

銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁目（河原二

丁目一部を含む）、幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ツ

川）、西今、平田（大沢）、三津

野田山、正法寺、地蔵、外、幸、里根、野瀬、西今、安清、芹、

海瀬、三津屋

里根、外、城町一丁目、栄町一丁目、池州、八坂北、開出今

団地（第１・３部）、八坂、西今、宇尾、須越、幸

小泉（開出）、山之脇、芹川（南、大仏、千鳥ヶ丘）、大藪、

開出今（蔵の町団地）、八坂（東団地）、竹ケ鼻、宇尾

地蔵（湖上平団地）、原（原西団地）、芹川（北、千鳥ヶ丘）、

開出今、後三条（下）、清崎（西、清崎団地）、宇尾

大橋、元岡、沼波、正法寺（太平団地）、西沼波（東部）、中

藪一丁目、中藪二丁目、中央（第２・３部）、立花、開出今、

竹ケ鼻、賀田山（大山、小山、茂賀、小田部）、宇尾

正法寺（太平団地）、金亀、尾末、元、船、旭、城町二丁目、

栄町二丁目、馬場一丁目、馬場二丁目、京町一丁目、京町二丁目、

京町三丁目、中藪、長曽根、開出今、清崎（東、西）、彦富（笹

田団地を除く）、金沢（林、中下、長江）

佐和、大東、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、小泉、戸賀、

長曽根南、平田（西、北）、和田、開出今、錦（第１部）、甘呂、

彦富（笹田団地を除く）

巡回日程【３月前半】

※駐車場での駐車時間は、30～ 40分間です。

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

図書館休館日 ７日㈪、14日㈪

２日㈬

３日㈭

１日㈫

４日㈮

８日㈫

９日㈬

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
W A っ と ね す 春 日

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１０日㈭

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

３月前半

１１日㈮
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００

３月前半
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特
定
不
妊
治
療
費
を
助
成
し
ま
す

　

体
外
受
精
、
顕
微
授
精
（
特
定
不
妊
治

療
）
を
受
け
た
人
に
、
治
療
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

対
象
者(

次
の
全
て
を
満
た
す
人)

▼
治
療
期
間
中
と
申
請
時
に
彦
根
市
内

に
住
所
が
あ
り
、法
律
上
の
婚
姻
を
し

て
い
る
夫
婦

▼
滋
賀
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
を
受

け
て
い
る
人

▼
夫
婦
の
い
ず
れ
も
が
市
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
人

助
成
額

▼
特
定
不
妊
治
療
費
用
に
対
し
て
、
滋
賀

県
の
助
成
額
15
万
円
を
差
し
引
き
ま
す
。

▼
１
回
の
治
療
に
つ
き
上
限
５
万
円
で
す
。

▼
１
年
度
あ
た
り
２
回
が
限
度
で
す
。

▼
通
算
５
年
間
彦
根
市
か
ら
助
成
し
ま
す
。

申
請
期
限　

　

３
月
31
日
㈭

※
た
だ
し
、
治
療
終
了
日
が
、
３
月
１

日
㈫
〜
同
31
日
㈭
で
あ
る
場
合
の

み
、
申
請
期
限
が
４
月
28
日
㈭
に
な

り
ま
す
。

申
請
と
決
定

健
康
推
進
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
後
、
審
査
の
う
え
決
定
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

梅う
め

本も
と

桔き
っ

瓶ぺ
い

ち
ゃ
ん

（
大
藪
町
）

長な
が

﨑さ
き

湊そ

風う

ち

ゃ

ん

（
平
田
町
）

北き
た

川が
わ

佳か
い

都と

ち
ゃ
ん

（
八
坂
町
）

ひこね元気計画21
推進中！
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い
に
代
表
さ
れ
る
も
の

の
、
美
濃
・
尾
張
・
北
伊

勢
地
方
に
ま
た
が
る
広

範
囲
に
展
開
さ
れ
た
戦

い
で
し
た
。
こ
の
戦
い
で

も
、
秀
吉
は
佐
和
山
に
陣

を
置
く
な
ど
、
佐
和
山
城
を
戦
略
拠

点
と
し
て
重
視
し
て
い
ま
し
た
。

　

天
正
13
年
（
１
５
８
５
）
６
月
、堀

秀
政
は
四
国
の
長

ち
ょ
う

曽そ

我か

部べ

攻
略
の
た

め
出
陣
。
佐
和
山
城
の
留る

守す

居い

を
弟

の
多た

賀が

秀ひ
で

種た
ね

に
託
し
ま
す
。
秀
政
は

越
中
の
佐さ

っ

々さ

成な
り

政ま
さ

に
備
え
る
た

め
、
佐
和
山
城

と
周
辺
の
厳
重

な
警
備
を
秀
種

に
命
じ
て
い
ま

し
た
。
長
曽
我

部
の
攻
略
が
終

結
す
る
と
、
８

月
、
秀
吉
は
当

初
の
計
画
通
り

佐
々
成
政
を
攻

撃
し
ま
す
。
そ

し
て
１
か
月
足

ら
ず
で
成
政
を

降
伏
さ
せ
、
京

都
に
凱が

い

旋せ
ん

し
ま

す
。
そ
の
途
上
、

秀
吉
は
新
た
な

領
地
の
配
置
替

え
を
発
表
し
ま

し
た
。
そ
の
結

果
、
堀
秀
政
は

本ほ
ん

能の
う

寺じ

の
変へ

ん

と
佐
和
山
城

　

織
田
信
長
は
、天て

ん

正し
ょ
う

７
年
（
１
５
７

９
）
に
安
土
城
が
完
成
す
る
と
、
安

土
城
を
拠
点
に
「
天て

ん

下か

布ふ

武ぶ

」（
武
力

で
天
下
を
統
一
す
る
）
を
推
し
進
め
ま

し
た
が
、
天
正
10
年
６
月
、
本
能
寺

で
明あ

け

智ち

光み
つ

秀ひ
で

に
討
た
れ
ま
し
た
。
こ

の
と
き
、
佐
和
山
城
主
丹に

羽わ

長な
が

秀ひ
で

は

四
国
出
陣
の
た
め
大
阪
に
居お

り
、
佐

和
山
城
は
明
智
方
に
通
じ
た
若
狭
の

武た
け

田だ

元も
と

明あ
き

が
攻
め
落
と
し
て
、
荒あ

ら

木き

氏う
じ

綱つ
な

父
子
が
入
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

明
智
方
が
山
崎
の
戦
い
で
羽
柴
秀
吉
・

丹
羽
長
秀
ら
に
敗
れ
た
と
の
報
に
接

し
た
荒
木
父
子
は
丹
波
に
逃
れ
、
７

月
、
佐
和
山
に
は
再
び
丹
羽
長
秀
が

帰
城
し
ま
し
た
。

堀ほ
り

秀ひ
で

政ま
さ

と
佐
和
山
城

　

織
田
信
長
亡
き
あ
と
の
後
継
者
と

領
地
を
決
め
る
清き

よ

洲す

会
議
（
愛
知
県
清

須
市
）
で
は
、
秀
吉
と
柴し

ば

田た

勝か
つ

家い
え

が
激

し
く
対
立
し
ま
し
た
。
両
者
の
対
立

は
、
天
正
11
年
（
１
５
８
３
）
４
月
、

賤し
ず

ヶ
岳た

け

の
戦
い
と
な
っ
て
爆
発
し
ま

す
。
こ
の
戦
い
で
勝
利
を
収
め
た
秀

吉
は
、
い
よ
い
よ
天
下
人
と
し
て
の

道
を
歩
み
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

清
洲
会
議
に
よ
り
、
佐
和
山
城
に

は
丹
羽
長
秀
に
替
え
て
堀
秀
政
が
入

城
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
領
地

は
16
万
石
で
、
４
郡
（
犬
上
郡
、
坂
田

郡
、
東
浅
井
郡
、
伊
香
郡
）
一
帯
に
広

が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

堀
秀
政
は
、
も
と
も
と
秀
吉
の
家
臣

で
は
な
く
信
長
の
家
臣
で
あ
り
、
い

わ
ば
秀
吉
と
は
同
僚
で
し
た
。
し
か

し
、
本
能
寺
の
変
後
は
、
い
ち
は
や

く
秀
吉
に
従
い
、
柴
田
勝
家
と
の
戦

い
で
は
佐
和
山
城
を
秀
吉
に
明
け
渡

し
て
い
ま
す
。

　

秀
吉
に
と
っ
て
堀
秀
政
の
佐
和
山

入
城
は
、
敵
対
す
る
岐
阜
城
の
織お

田だ

信の
ぶ

孝た
か

、
長
浜
城
や
越
前
北

き
た
の

庄
し
ょ
う

城じ
ょ
う

（
福

井
市
）
の
柴
田
勝
家
に
対た

い

峙じ

す
る
た
め

で
し
た
が
、
佐
和
山
城
の
前
線
基
地

と
し
て
の
重
要
性
は
織
田
信
孝
と
柴

田
勝
家
を
死
に
追
い
や
っ
た
後
も
変

わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

天
正
12
年
（
１
５
８
４
）、
尾お

張わ
り

に

本
拠
を
置
く
織お

田だ

信の
ぶ

雄か
つ

と
三み

河か
わ

の
徳

川
家
康
が
手
を
結
ん
で
秀
吉
に
敵
対

し
ま
す
。
こ
の
戦
い
を
一
般
に
小こ

牧ま
き

・

長な
が

久く

手て

の
戦
い
と
称
し
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
は
小
牧
（
愛
知
県
小
牧
市
）
や

長
久
手
（
愛
知
県
長
久
手
町
）
で
の
戦

▶
往
時
の
姿
を
し
の
ば
せ
る
佐
和
山
城
の
遺
構

越
前
北
庄
城
に
移
り
、
堀ほ

り

尾お

吉よ
し

晴は
る

が

４
万
石
で
佐
和
山
城
に
入
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

堀
秀
政
の
佐
和
山
城
在
城
は
わ
ず

か
３
年
余
の
短
い
期
間
で
し
た
が
、

こ
の
間
、
佐
和
山
城
は
常
に
秀
吉
軍

の
前
線
基
地
と
し
て
臨り

ん

戦せ
ん

態
勢
に

あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文

化
財
課
☎
26-

５
８
３
３
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

５
８
９
９
番
、
Ｅ
メ
ー

ル: bunkazai@
m

x.hikone.ed.jp 


